
東福原庁舎の変遷

　現在の東福原庁舎は昭和４４年３月に竣工し、その後、西部健康福祉センター、西部福祉保健

局等の組織の変遷を得て、現在の米子保健所、県民福祉局の体制となっています。

　東福原庁舎は、長きに渡り、県西部地区の子どもから高齢者まで地域に住む全ての住民の健

康を支える中核となる施設として、病気の予防、衛生の向上など、地域住民の健康の保持増進に

関する業務を行ってきました。

　令和５年１２月の糀町庁舎への移転・総合事務所機能の集約により、行政サービスの効率化、

県民の利便性向上が図られるとともに、災害や感染症対応等について部局間の迅速かつ緊密な

連携・情報共有が可能となります。

　県民の皆様の更なる安心・安全な暮らしを引き続きサポートします。
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